
Ｕ
Ｐ
Ｍ
キ
ュ
ン
メ
ネ
・
ジ
ャ

パ
ン
㈱
（
東
京
都
千
代
田
区
永

田
町
、
富
永
達
之
助
社
長
、
☎

０
３
・
６
２
０
５
・
８
１
３
０
）

は
こ
の
ほ
ど
、
植
物
由
来
の
エ

タ
ノ
ー
ル
を
基
材
の
原
料
に
採

用
し
た
Ｐ
Ｅ
ベ
ー
ス
の
フ
ィ
ル

ム
系
粘
着
紙
「
Ｒ
ａ
ｆ
ｂ
ｉ
ｏ

（
ラ
フ
バ
イ
オ
）
Ｐ
Ｅ
８５
」
に

関
し
て
、
日
本
市
場
で
の
販
売

展
開
を
本
格
化
し
た
。

環
境
負
荷
軽
減
に
力
を
注
ぐ

ブ
ラ
ン
ド
オ
ー
ナ
ー
を
は
じ

め
、
環
境
対
応
型
ラ
ベ
ル
を

ユ
ー
ザ
ー
に
提
案
す
る
印
刷
会

社
や
包
装
資
材
企
業
に
向
け
て

訴
求
す
る
。

同
製
品
は
２
０
１
７
年
、
Ｕ

Ｐ
Ｍ
ラ
フ
ラ
タ
ッ
ク
（
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
）
が
環
境
対
応
型
の

フ
ィ
ル
ム
系
粘
着
紙
と
し
て
開

発
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
由
来
の
エ
タ

ノ
ー
ル
を
Ｐ
Ｅ
基
材
の
原
料
に

採
用
し
た
こ
と
で
、
従
来
の
Ｐ

Ｅ
を
基
材
と
す
る
ラ
ベ
ル
と
比

較
し
て
製
造
工
程
で
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
大
幅
に
削
減
し
て
い

る
点
が
特
長
。

基
材
の
厚
み
は
８５
㍃
㍍
で
、

ホ
ワ
イ
ト
と
透
明
の
２
種
類
を

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
。
粘
着
剤
の
グ

レ
ー
ド
は
一
般
的
な
強
粘
タ
イ

プ
、
剥
離
紙
は
グ
ラ
シ
ン
紙
と

な
っ
て
い
る
が
、
条
件
次
第
で

は
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
に
も
対
応
す

る
。
な
お
、
印
刷
や
抜
き
な
ど

の
適
性
、
剥
離
適
性
に
関
し
て

は
、
既
存
製
品
と
同
等
の
性
能

を
維
持
し
て
い
る
。

ラ
フ
バ
イ
オ
Ｐ
Ｅ
８５
は
、
欧

州
地
域
で
実
績
を
挙
げ
て
お

り
、
特
に
オ
ラ
ン
ダ
の
ケ
ミ
カ

ル
系
ブ
ラ
ン
ド
オ
ー
ナ
ー
は
、

缶
の
容
器
に
貼
付
さ
れ
る
ラ
ベ

ル
と
し
て
使
用
。
Ｕ
Ｐ
Ｍ
ラ
フ

ラ
タ
ッ
ク
は
、
ラ
ベ
ル
の
採
用

に
よ
っ
て
容
器
の
リ
サ
イ
ク
ル

率
が
向
上
し
た
現
状
を
挙
げ
、

環
境
負
荷
の
軽
減
に
貢
献
し
て

い
る
点
を
強
調
す
る
。

Ｕ
Ｐ
Ｍ
キ
ュ
ン
メ
ネ
・
ジ
ャ

パ
ン
の
担
当
者
は
「
昨
夏
は
、

猛
暑
や
大
型
台
風
、
集
中
豪
雨

と
い
っ
た
気
象
災
害
を
は
じ

め
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ
る

海
洋
汚
染
な
ど
、
環
境
に
関
す

る
話
題
が
注
目
さ
れ
た
。
そ
の

よ
う
な
背
景
か
ら
、
環
境
負
荷

軽
減
に
対
す
る
関
心
が
世
界
的

に
も
高
ま
り
を
見
せ
て
い
る
。

当
社
に
も
、
環
境
対
応
型
ラ
ベ

ル
に
関
す
る
引
き
合
い
が
増

加
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

ニ
ー
ズ
に
対
し
、
海
外
で
着
実

に
採
用
実
績
を
伸
ば
し
て
い
る

ラ
フ
バ
イ
オ
Ｐ
Ｅ
８５
を
、
日
本

市
場
で
も
本
格
的
に
販
売
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
」
と
説
明
す

る
。同

社
で
は
今
後
、
環
境
に
配

慮
し
た
商
品
展
開
を
図
る
ト
イ

レ
タ
リ
ー
や
パ
ー
ソ
ナ
ル
ケ
ア

向
け
ラ
ベ
ル
と
し
て
の
需
要
を

見
込
み
、
ラ
ベ
ル
印
刷
会
社
や

ブ
ラ
ン
ド
オ
ー
ナ
ー
に
向
け
て

Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
方
針
。

エ
イ
ブ
リ
ィ
・
デ
ニ
ソ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
・
マ
テ
リ
ア
ル
ズ

㈱
（
東
京
都
港
区
海
岸
、
キ
ョ

ン
・
ス
ー
・
チ
ャ
ン
社
長
、
☎

０
３
・
５
７
７
６
・
１
７
７
１
）

で
は
現
在
、
青
果
物
や
チ
ー

ズ
な
ど
生
鮮
食
品
へ
の
直
接

貼
付
に
対
応
す
る
粘
着
剤
「
Ｓ

９
６
８
Ｆ
」
を
採
用
し
た
Ｐ
Ｐ

ベ
ー
ス
の
フ
ィ
ル
ム
系
粘
着
紙

「
Ｓ
ｙ
ｎ
ｔ
ｈ
ｅ
ｓ
ｉ
ｓ 

Ｐ
ａ

ｐ
ｅ
ｒ
３ 

Ｔ
Ｃ
」
を
、
日
本

の
ラ
ベ
ル
市
場
に
向
け
て
販
売

展
開
し
て
い
る
。

Ｓ
９
６
８
Ｆ
は
、
中
国
規

格
「
食
品
接
触
材
料
お
よ
び
製

品
用
添
加
剤
使
用
標
準
（
Ｇ
Ｂ

９
６
８
５
―
２
０
１
６
）」
に

準
拠
し
た
ア
ク
リ
ル
系
エ
マ
ル

ジ
ョ
ン
型
粘
着
剤
。
ロ
ー
マ
イ

グ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
低
浸
透
）
タ

イ
プ
で
、
食
品
へ
の
直
接
貼
付

を
目
的
と
し
た
ラ
ベ
ル
の
ニ
ー

ズ
対
応
を
背
景
に
、
エ
イ
ブ

リ
ィ
デ
ニ
ソ
ン
が
開
発
し
た
。

同
粘
着
剤
が
塗
工
さ
れ
た
Ｓ

ｙ
ｎ
ｔ
ｈ
ｅ
ｓ
ｉ
ｓ 

Ｐ
ａ
ｐ

ｅ
ｒ
３ 

Ｔ
Ｃ
は
、
表
面
基
材

に
２
軸
延
伸
の
マ
ッ
ト
調
白
色

Ｐ
Ｐ
を
採
用
し
た
。
厚
さ
は
７５

㍃
㍍
で
、
レ
タ
ー
プ
レ
ス
は

も
と
よ
り
フ
レ
キ
ソ
や
グ
ラ
ビ

ア
、
ス
ク
リ
ー
ン
な
ど
、
Ｕ
Ｖ

と
水
性
の
イ
ン
キ
に
対
し
て
高

い
印
刷
適
性
を
付
与
。
剥
離
適

性
は
Ｐ
Ｐ
ベ
ー
ス
の
従
来
製
品

と
同
等
の
機
能
を
有
す
る
。

食
品
市
場
で
は
近
年
〝
食
の

安
全
・
安
心
〟
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
が
高
ま
り
を
見
せ
て
お
り
、

そ
れ
に
付
随
し
て
ラ
ベ
ル
も
、

粘
着
剤
や
イ
ン
キ
な
ど
の
ロ
ー

マ
イ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
タ
イ
プ
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
背
景
か
ら
、
同
様
の
製
品
が

欧
米
市
場
で
実
績
を
伸
ば
し
て

い
る
ほ
か
、
ア
ジ
ア
地
域
に
お

い
て
も
、
中
国
市
場
で
の
採
用

が
急
速
に
進
む
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
エ
イ
ブ

リ
ィ
・
デ
ニ
ソ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
・

マ
テ
リ
ア
ル
ズ
の
岡
島
大
セ
ー

ル
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
「
中
国

で
は
食
品
安
全
基
準
が
厳
格
化

す
る
傾
向
に
あ
る
が
、
当
製
品

は
試
験
結
果
の
エ
ビ
デ
ン
ス
に

よ
っ
て
ブ
ラ
ン
ド
オ
ー
ナ
ー
か

ら
の
信
頼
を
獲
得
し
て
い
る
。

一
方
、
日
本
市
場
で
も
世
界
と

同
様
に
、
ラ
ベ
ル
の
フ
ー
ド
コ

ン
タ
ク
ト
へ
の
安
心
・
安
全
に

加
え
、
高
級
青
果
な
ど
に
関
す

る
輸
出
増
加
か
ら
、
需
要
が
見

込
ま
れ
る
」
と
説
明
。

今
後
は
、
海
外
で
実
績
の
あ

る
再
剥
離
・
再
貼
付
可
能
な
タ

イ
プ
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
増
や

し
つ
つ
、
小
売
り
や
食
品
加
工

な
ど
の
分
野
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
を

促
進
す
る
。

㈱
イ
リ
ス
（
東
京
都
品
川
区

上
大
崎
、
フ
ラ
ン
ク
・
オ
ー
バ

ン
ド
ル
フ
社
長
、
☎
０
３
・
３

４
４
３
・
４
１
１
１
）
は
昨
年

１１
月
、
伊
オ
メ
ッ
ト
と
総
代
理

店
契
約
を
締
結
。
今
年
か
ら
、

日
本
の
ラ
ベ
ル
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ

市
場
に
向
け
て
フ
レ
キ
ソ
方
式

を
は
じ
め
と
す
る
高
機
能
タ
イ

プ
の
印
刷
機
の
販
売
を
本
格
的

に
開
始
し
た
。
オ
メ
ッ
ト
の
特

徴
な
ら
び
に
国
内
ラ
ベ
ル
市
場

で
フ
レ
キ
ソ
印
刷
が
普
及
す
る

可
能
性
と
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
に
関

し
て
、
イ
リ
ス
・
印
刷
紙
加
工

機
械
部
の
池
田
雄
一
次
長
に
話

を
聞
い
た
。
　
　
　
　（
内
田
）

◇

―
―
最
初
に
貴
社
の
概
要
を

「
当
社
は
江
戸
時
代
、
長
崎

の
出
島
で
創
業
し
、
今
年
で

１
５
９
年
目
を
迎
え
る
歴
史
の

長
い
産
業
機
械
の
専
門
商
社
で

あ
り
、
日
本
の
偉
人
で
あ
る
福

沢
諭
吉
と
も
縁
が
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。
現
在
は
、
独
ハ
ン

ブ
ル
ク
に
本
社
を
移
し
て
い
る

が
、
日
本
と
は
依
然
と
し
て
関

係
が
強
く
、
当
社
オ
ー
ナ
ー
は

必
ず
日
本
法
人
の
社
長
職
を
経

て
グ
ロ
ー
バ
ル
の
経
営
に
携
わ

る
と
い
っ
た
慣
習
が
あ
る
ほ

ど
。
日
本
市
場
に
対
し
て
は
、

製
紙
や
印
刷
の
ほ
か
、
自
動
車

や
ゴ
ム
、
鉄
鋼
な
ど
の
各
産
業

に
向
け
て
、
独
国
を
は
じ
め
と

す
る
欧
州
地
域
の
特
徴
あ
る
機

器
・
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
販
売
展

開
し
て
い
る
」

―
―
日
本
国
内
に
お
け
る
印

刷
産
業
と
し
て
の
実
績

は「
当
社
は
、
グ
ラ
ビ

ア
印
刷
機
の
代
理
店
を

長
ら
く
手
が
け
て
お

り
、
日
本
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
市
場
に
対
し
て
印
刷

機
と
後
加
工
機
の
販
売

実
績
を
挙
げ
て
い
る
。

一
方
、
ラ
ベ
ル
市
場
に
対
し
て

は
こ
れ
か
ら
の
展
開
。
も
っ
と

も
私
自
身
、
前
職
で
ラ
ベ
ル
印

刷
機
の
販
売
業
務
に
携
わ
っ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
ラ
ベ
ル
市

場
の
現
状
と
課
題
を
理
解
し
て

い
る
と
自
負
し
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
中
で
、
ラ
ベ
ル
市
場
で

は
今
後
、
フ
レ
キ
ソ
印
刷
の

需
要
が
さ
ら
に
高
ま
る
と
認
識

し
、
当
社
と
オ
メ
ッ
ト
の
総
代

理
店
契
約
へ
と
至
っ
た
」

―
―
ラ
ベ
ル
市
場
で
フ
レ
キ

ソ
印
刷
の
需
要
が
高
ま
る
理
由

と
は「ラ

ベ
ル
印
刷
は
こ
れ
ま
で
、

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
技
術
ノ
ウ
ハ

ウ
に
依
存
す
る
場
合
が
多
か
っ

た
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
、
日

本
の
産
業
界
で
は
現
在
、
少
子

高
齢
化
と
い
う
構
造
的
な
課
題

を
抱
え
て
お
り
、
ラ
ベ
ル
市
場

も
必
然
的
に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

高
齢
化
、
さ
ら
に
そ
の
先
に
あ

る
生
産
現
場
で
の
人
手
不
足
に

苦
慮
す
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ

る
。ま
た
、ブ
ラ
ン
ド
オ
ー
ナ
ー

の
商
品
展
開
に
お
け
る
ト
レ
ン

ド
と
し
て
、
多
品
種
小
ロ
ッ
ト

化
の
傾
向
に
あ
り
、
生
産
効
率

の
低
下
と
い
っ
た
課
題
に
も
直

面
し
て
い
る
と
感
じ
る
」

「
こ
の
よ
う
な
市
場
動
向
に

対
し
て
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
ス

キ
ル
に
依
存
せ
ず
、
ま
た
小

ロ
ッ
ト
生
産
に
と
っ
て
重
要
な

短
時
間
で
の
ジ
ョ
ブ
チ
ェ
ン
ジ

を
実
現
す
る
フ
レ
キ
ソ
印
刷

は
、
人
手
不
足
と
生
産
効
率
化

と
い
っ
た
ラ
ベ
ル
市
場
が
抱
え

る
課
題
克
服
に
貢
献
す
る
と
実

感
し
て
い
る
」

―
―
数
あ
る
フ
レ
キ
ソ
印
刷

機
メ
ー
カ
ー
の
中
で
、
な
ぜ
オ

メ
ッ
ト
を
取
り
扱
う
こ
と
に
し

た
の
か

「
第
１
に
オ
メ
ッ
ト
は
、
フ

レ
キ
ソ
を
は
じ
め
、
凸
版
や
グ

ラ
ビ
ア
、
オ
フ
セ
ッ
ト
な
ど
の

印
刷
方
式
を
す
べ
て
自
社
で
開

発
し
て
い
る
た
め
、
ラ
ベ
ル
印

刷
会
社
の
手
が
け
る
仕
事
内
容

に
よ
っ
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
が
自

在
に
行
え
る
と
と
も
に
、
安
定

し
た
品
質
を
実
現
す
る
点
が
挙

げ
ら
れ
る
」

「
ま
た
第
２
に
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
作
業
負
担
を
軽
減
す

る
〝
イ
ー
ジ
ー
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
〟
機
能
が
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
点
。
具
体
的
な
機
能
を
挙

げ
る
な
ら
ば
、
オ
メ
ッ
ト
独
自

の
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し

て
お
り
、
ジ
ョ
ブ
チ
ェ
ン
ジ
の

際
の
見
当
合
わ
せ
や
印
圧
調
整

な
ど
の
作
業
を
印
刷
機
が
自
動

的
に
こ
な
す
こ
と
か
ら
、
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
は
限
ら
れ
た
作
業
の

み
で
済
む
。
こ
の
ほ
か
に
も
、

フ
ル
サ
ー
ボ
駆
動
の
グ
レ
ー
ド

に
関
す
る
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
や
、

ス
ム
ー
ズ
な
抜
き
加
工
を
実
現

す
る
ダ
イ
カ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
な

ど
、
独
自
開
発
の
機
能
が
多
数

設
定
さ
れ
て
い
る
」

―
―
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の

対
応
に
関
し
て
は

「
日
本
の
ラ
ベ
ル
市
場
で
フ

レ
キ
ソ
印
刷
が
普
及
し
づ
ら

い
環
境
に
あ
る
理
由
の
１
つ

と
し
て
『
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ

ス
』
が
あ
る
と
個
人
的
に
感
じ

て
い
る
。
経
営
者
の
立
場
な
ら

ば
、
印
刷
機
の
ト
ラ
ブ
ル
発
生

時
に
、
迅
速
な
対
応
が
約
束
さ

れ
て
い
な
け
れ
ば
、
導
入
を
た

め
ら
う
の
で
は
。
そ
こ
で
イ
リ

ス
は
、
オ
メ
ッ
ト
と
総
代
理
店

契
約
を
締
結
す
る
以
前
か
ら
、

サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
ー
を
含
め

サ
ー
ビ
ス
体
制
の
構
築
に
努
め

た
。
そ
も
そ
も
当
社
は
、
印
刷

機
に
限
ら
ず
取
り
扱
う
機
器
・

シ
ス
テ
ム
の
す
べ
て
に
お
い

て
、
営
業
と
技
術
の
双
方
で
万

全
を
期
す
と
い
っ
た
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
推
進
し
て
い
る
。
今

回
の
オ
メ
ッ
ト
に
関
し
て
も
、

同
様
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
展

開
す
る
所
存
だ
」

―
―
最
後
に
今
後
の
展
望
を

「
日
本
の
ラ
ベ
ル
市
場
に
対

し
て
フ
レ
キ
ソ
印
刷
技
術
の
優

れ
た
点
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
よ

り
、
総
設
置
台
数
で
の
シ
ェ
ア

拡
大
を
目
指
し
た
い
。
ま
た
、

生
産
効
率
化
と
い
っ
た
観
点
か

ら
、
オ
フ
セ
ッ
ト
枚
葉
機
か
ら

フ
レ
キ
ソ
機
へ
の
切
り
替
え
も

可
能
性
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
同
市
場
へ
の

展
開
も
模
索
す
る
。
こ
の
よ
う

な
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

次
年
度
に
は
５
台
の
販
売
台
数

を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
」

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
（
Ｉ
Ｊ
）

の
特
徴
を
伝
え
る
連
載
４
回
目

は
、
実
際
の
活
用
シ
ー
ン
に
つ

い
て
解
説
。
ラ
ベ
ル
業
界
外
に

お
け
る
事
例
を
紹
介
し
Ｉ
Ｊ
の

可
能
性
を
深
掘
り
し
て
い
く
。

◇
◇
◇

Ｉ
Ｊ
の
プ
リ
ン
ト
に
は
「
ス

キ
ャ
ン
」
と
「
ワ
ン
パ
ス
」
の

大
き
く
２
通
り
あ
り
ま
す
。
ス

キ
ャ
ン
方
式
は
ヘ
ッ
ド
の
往
復

運
動
の
両
サ
イ
ド
で
１
度
停
止

す
る
の
で
、
ノ
ズ
ル
詰
ま
り
を

回
復
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
す

が
ワ
ン
パ
ス
は
そ
う
は
行
き
ま

せ
ん
。あ
え
て
言
え
ば
、ス
キ
ャ

ン
方
式
の
方
が
容
易
、
ワ
ン
パ

ス
を
実
現
す
る
に
は
ヘ
ッ
ド
以

外
の
技
術
が
成
熟
す
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。
従
っ
て
、
最
初

は
ス
キ
ャ
ン
方
式
を
中
心
に
応

用
が
始
ま
り
ま
し
た
。

最
初
の
応
用
は
１
９
９
０
年

代
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
図
面
な
ど
オ
フ
ィ

ス
サ
イ
ズ
の
紙
を
超
え
た
大
サ

イ
ズ
用
紙
へ
の
プ
リ
ン
ト
を

行
う
ワ
イ
ド
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

機
（
大
判
機
）
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
や
が
て
ポ
ス
タ
ー
や
大

判
写
真
な
ど
高
画
質
を
要
求
さ

れ
る
用
途
に
発
展
し
て
い
き
ま

す
。
海
外
で
は
溶
剤
イ
ン
ク
を

使
い
、
塩
ビ
の
シ
ー
ト
に
プ
リ

ン
ト
す
る
屋
外
広
告
向
け
大
判

機
が
発
展
し
ま
す
。
欧
米
で
普

及
し
た
同
機
は
、
中
国
市
場
に

広
が
り
大
小
お
り
混
ぜ
て
数
十

社
に
も
上
る
メ
ー
カ
ー
が
勃
興

し
て
勢
い
を
増
し
ま
す
。
メ
ー

カ
ー
は
数
社
に
限
ら
れ
て
い
た

日
本
の
状
況
と
海
外
は
、
こ
の

こ
ろ
か
ら
既
に
大
き
く
異
な
っ

て
い
た
の
で
す
。

し
か
し
、日
本
メ
ー
カ
ー（
ミ

マ
キ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）
が

「
臭
気
の
少
な
い
マ
イ
ル
ド
な

溶
剤
で
、
高
精
細
画
像
を
塩
ビ

に
プ
リ
ン
ト
可
能
」
と
い
う
カ

テ
ゴ
リ
ー
キ
ラ
ー
的
大
判
機
を

２
０
０
２
年
に
発
売
し
、
世
界

に
受
け
入
れ
ら
れ
て
広
告
サ
イ

ン
分
野
は
さ
ら
な
る
発
展
を
し

て
い
き
ま
す
。

大
判
機
の
発
展
当
初
か
ら
、

紙
や
塩
ビ
以
外
の
メ
デ
ィ
ア
に

プ
リ
ン
ト
し
た
い
と
考
え
る
人

た
ち
が
お
り
、
ポ
ス
タ
ー
向
け

の
プ
リ
ン
タ
を
改
造
し
て
布
に

プ
リ
ン
ト
す
る
と
い
う
試
み
が

北
イ
タ
リ
ア
で
始
ま
り
ま
す
。

そ
の
後
発
展
し
て
、
イ
タ
リ
ア

で
は
既
に
布
プ
リ
ン
ト（
捺
染
）

の
半
分
以
上
は
Ｉ
Ｊ
で
プ
リ
ン

ト
さ
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
こ
れ
は
Ｅ
Ｕ
の

後
背
地
と
し
て
の
ト
ル
コ
、
世

界
の
工
場
と
し
て
の
中
国
、
伝

統
的
に
布
製
品
の
生
産
拠
点
で

あ
る
イ
ン
ド
や
パ
キ
ス
タ
ン
に

も
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

大
判
機
は
さ
ら
に
、
２
０
０ 

０
年
代
の
Ｕ
Ｖ
イ
ン
ク
の
投
入

に
よ
っ
て
、
ボ
ー
ド
や
合
板
、

ガ
ラ
ス
、
金
属
板
と
い
っ
た
フ

ラ
ッ
ト
な
メ
デ
ィ
ア
へ
の
プ
リ

ン
ト
が
可
能
に
な
り
、
そ
の
応

用
用
途
を
広
告
サ
イ
ン
か
ら
建

材
な
ど
に
広
げ
て
い
く
流
れ
に

な
り
ま
す
。

さ
て
、
第
３
回
で
も
触
れ
ま

し
た
が
、
京
セ
ラ
が
開
発
し
た

多
ノ
ズ
ル
ヘ
ッ
ド
に
よ
っ
て
ワ

ン
パ
ス
用
途
の
応
用
が
本
格
的

に
始
ま
り
ま
す
。
２
０
０
０
年

代
に
ミ
ヤ
コ
シ
に
採
用
さ
れ
、

電
話
や
カ
ー
ド
の
請
求
書
な
ど

の
可
変
文
字
情
報
を
大
量
に
プ

リ
ン
ト
す
る
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ

ン
プ
リ
ン
ト
と
い
う
分
野
を
切

り
開
き
ま
す
。
さ
ら
に
こ
れ
は

フ
ル
カ
ラ
ー
に
な
り
画
像
プ
リ

ン
ト
の
画
質
も
向
上
さ
せ
な
が

ら
、
広
告
チ
ラ
シ
類
を
プ
リ
ン

ト
が
可
能
に
な
り
、
商
業
印
刷

の
一
ジ
ャ
ン
ル
に
広
が
っ
て
い

き
ま
す
。
こ
の
流
れ
で
富
士
フ

イ
ル
ム
や
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
か

ら
オ
フ
セ
ッ
ト
用
紙
に
プ
リ
ン

ト
す
る
枚
葉
機
が
商
品
化
。
な

お
、
や
や
特
殊
で
は
あ
り
ま
す

が
、
理
想
科
学
の
「
オ
ル
フ
ィ

ス
」
も
カ
ッ
ト
紙
に
プ
リ
ン
ト

す
る
オ
フ
ィ
ス
マ
シ
ン
サ
イ
ズ

の
プ
リ
ン
タ
を
投
入
し
て
成
功

し
て
い
ま
す
。

ワ
ン
パ
ス
技

術
が
思
わ
ぬ
と

こ
ろ
に
展
開
し

た
の
が
セ
ラ

ミ
ッ
ク
タ
イ
ル

（
建
材
）
の
世

界
で
す
。欧
米
、

特
に
イ
タ
リ
ア

や
ス
ペ
イ
ン
な

ど
南
欧
で
は
建

材
と
し
て
の
タ

イ
ル
は
文
化
の

一
部
で
す
。
建

材
セ
ラ
ミ
ッ
ク

タ
イ
ル
の
生
産

ラ
イ
ン
は
、
南
欧
の
他
に
中
国

を
初
め
世
界
中
に
数
百
ラ
イ
ン

存
在
し
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
既
に
高
級
品
を
製
造
す
る

ラ
イ
ン
は
ほ
と
ん
ど
Ｉ
Ｊ
機
が

導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
壁
紙
や

化
粧
合
板
の
プ
リ
ン
ト
も
ト
ラ

イ
ア
ル
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
後
期
待
さ
れ
て
い
る
分
野

は
包
材
印
刷
（
紙
器
・
段
ボ
ー

ル
・
軟
包
装
）
や
び
ん
・
缶
へ

の
直
接
プ
リ
ン
ト
な
ど
が
あ
り

ま
す
が
、
意
外
な
と
こ
ろ
で
は

最
近
急
速
に
発
展
し
て
き
た
３

Ｄ
プ
リ
ン
タ
の
一
部
に
も
Ｉ
Ｊ

技
術
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
Ｉ
Ｊ
の
応
用

分
野
の
拡
大
は
と
ど
ま
る
と
こ

ろ
を
知
ら
な
い
と
い
う
勢
い
な

の
で
す
。

要
な
ラ
ベ
ル
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
印

刷
会
社
を
招
い
て
「
展
示
」「
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」「
教
育
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
柱
に
、
デ
ジ
タ
ル
プ

レ
ス
の
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

を
研
究
、
共
有
す
る
総
合
イ
ベ

ン
ト
。
２
年
周
期
で
欧
州
を
舞

台
に
催
さ
れ
、
今
回
で
４
回
目

を
迎
え
る
。

こ
の
う
ち
展
示
で
は
、
ザ
イ

コ
ン
の
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
が
最

新
の
資
機
材
を
展
示
す
る
ほ
か

デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

提
示
。
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は

印
刷
会
社
や
ブ
ラ
ン
ド
オ
ー

ナ
ー
ら
が
独
自
の
デ
ジ
タ
ル
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
や
運
用
事
例
を

発
表
す
る
ほ
か
、
教
育
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
は
技
術
者
や
識
者
に
よ

る
専
門
的
な
学
術
セ
ッ
シ
ョ
ン

や
実
践
的
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
企
画
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
ザ
イ
コ
ン
カ
フ
ェ
の

参
加
希
望
者
を
募
集
中
。
詳
細

は
ザ
イ
コ
ン
ジ
ャ
パ
ン
㈱
（
☎

０
３
・
５
８
０
７
・
０
２
１
０
）

ま
で
。

フ
リ
ン
ト
グ
ル
ー
プ
傘
下
の

ザ
イ
コ
ン
は
３
月
２６
日
㈫
か
ら

３
日
間
、
ベ
ル
ギ
ー
・
ア
ン
ト

ワ
ー
プ
の
開
発
セ
ン
タ
ー
で

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
「
ザ
イ
コ
ン

カ
フ
ェ
」
を
開
催
す
る
。

ザ
イ
コ
ン
カ
フ
ェ
は
、
世
界

中
の
ザ
イ
コ
ン
ユ
ー
ザ
ー
と
主

ローマイグレーション粘着剤使用のラベルは欧米で実績

Ｕ
Ｐ
Ｍ
ラ
フ
ラ
タ
ッ
ク

エ
イ
ブ
リ
ィ
デ
ニ
ソ
ン

イ
リ
ス

植
物
由
来
の
樹
脂
が
原
料
の
Ｐ
Ｅ
を
基
材
に
採
用
。
環
境
対
応
型
ラ
ベ
ル
と
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る

「ラフバイオPE85」訴求
植物由来フィルム基材で環境負荷軽減

伊オメット製フレキソ機PR
人手不足解消と生産効率向上への対応力で

ロ
ー
マ
イ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
粘
着
剤
を
採
用

生
鮮
食
品
へ　
　

の

直
接
貼
付
ラ
ベ
ル
展
開

多
彩
な
Ｉ
Ｊ
技
術
活
用
の
歴
史
ひ
も
解
く

▽
筆
者
紹
介
…
大
野
彰
得
（
大
野
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
代
表
）。
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
㈱

の
産
業
用
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
事
業
の
事
業
部
長
、
執

行
役
を
歴
任
。
退
社
後
、
現
在
は
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト

の
普
及
を
促
す
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://ohno-

inkjet.com

）
を
運
営
し
て
い
る
。

第
４
回
「
Ｉ
Ｊ
の
活
用
事
例
①
」

IJ 技術はセラミックタイル（左）やテキスタイルといっ
た業界で堅調に導入が進んでおり活況を呈している

ザ
イ
コ
ン
カ
フ
ェ
開
　
　
催

展
示
や
講
演
を
実
施

ベ
ル
ギ
ー
で
３
月
末

前
回
の
会
場
の
よ
う
す

池
田
雄
一
次
長

「
Ｘ
Ｆ
ｌ
ｅ
ｘ 

Ｘ
６
．
０
」

大野 彰得

ラフバイオ PE85 　
持続可能性とバイオ素材の融合
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